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どこ か らが子 どもに対する r不適切な扱い』 なの か

一
保育者と親 、 幼稚園と保育所における差異に関する数量的検討一

○橋本淳
・

橋本夏夫　室久智雄　大沼良子　福井政三 郎　平 田佳子

　 （淑徳文化専門学校／淑徳幼児教育
・
保育研究会）

小 野 瀬裕子

1 ．研 究 目的

　 本研究 の関心 は、た と え ばマ ス コ ミ等で しば し ば取

り上げられ る セ ンセ
ー

シ ョ ナ ル な幼児虐待事件で はな

い 。普通の 幼稚 園 や 保育所で の 普通 の 保育や 、ご く普

通 の 家庭で の 普通 の 子育て など．お となたちの 日常的

な 生 活の 中にお ける，子 ど もに対する 「不適切な扱 い」

にある。

　 特 に 何 らか の 意味で
一
r・ど も に対す る 「不適 切な扱い 」

とされ て い る い くつ か の 行動 に つ い て 、現実に 子 育 て

を行なう 上で，目常や むを得ず行な っ て しま うか も し

れ な い の は どこ まで な の か を、時 間 あ る い は 回 数で 測

定 し数量的に 明らか に す る とと もに ，そ の 幼稚 園 と保

育所、保育者と保護者などの 問に おける差異
・
認識 の

違 い を測 る こ とを 目的 と して い る。

2 ．フ レ ーム ワーク

1 ）先行研究

　 この 「不適切な扱い 」 あるい は 「虐待」 に関する先

行研究は数多く、すで に得られ て い る 知 見 も少な くな

い。

　本研究が依拠 した もの と して は ．高橋重弘 ・圧 司順

一
他 の 研究

P
で、欧米で 虐待とされて い る 39 具体的

事例 か ら．千 ど もに関わ る 専門職間で 不適切な扱 い に

関す る認識や 判断の 共通枠組 み が な い こ と、弘前児童

相談所の研究
2》

で は，肉体的 ・性的虐待は 多 く の 人 が

明 らか に 虐待 とする の に対 して、放任 や 心 理 的虐待は

人 に よ っ て 認識の 差が大 きい こ と、Douglas　Barnett

らの
‘
Defining　Chi］d　Ma ］trea［ment

’
3 ｝

で は，虐待行為

に重症度基準を 設 け 尺 度化 し，虐待判定に 役立て よ う

と して い る こ と、な どが 挙げ られ る だろ う。

2）調 査項 目

　本研究 で は、こ う した先行研究 に 多くを依拠しなが

らも、日本 ・日本人に おい て は欧米 の 基準とは重度軽

度 の感覚が 大き く異なる こ とに 着目し．日本的な 「不

適切な 扱 い 」 の 尺度 の構成を以下の 通 り試 み た 。

　 ［項 目の分類］ （全 17項 目）

　　　の 身体的虐待　　　　　　　　　2 項 目

　　　b）’1生广r9虐彳寺　　　　　　　　　　　　　　　［項 El

　　　c ）放任 （保 護監 督 の 欠 如 等 ）　　 7 項 L「

　 d）心 理 的虐待

　 e）教育的 ・
法的

・
道徳的

　　　　　 マ ル ト リートメ ン ト

3 、研 究方法

1）調査対象

4 項 目

3 項目

　東京都板橋区内の 公立
・
私立の 幼稚園

・
保育所

・
託

児施設 の 職員な らび に同 じ く公立 ・私立の 幼稚園 ・保

育所の 保護者を調査の 対象 と した e

2 ）標本数

　 ［職則

区立 幼稚園

私立幼稚園

区 立保育所

私立保育所

ベ ビールー
ム

保育室

認証保育所

　　合計

2 園　IO 件

38 園　371 イ牛

10園 　227f牛

9 園 198 件

7 室 35 件

7 室 80件

3 園　45 件

966 件

［保護者］

　 区立幼稚園

　 私立幼稚 園

　 区 立保育所

　 私立保育所

　　　 合計

1 園　64 件

3 園 345 件

2園 221件

2園 200件

　　　　　　　 83〔〕件

3）　拑1出 方法

　職員に つ い て は、区内の 行政地区別 に規模に応じて

任意 に選出した．また，保護者につ い て は，職員に つ

い て 選 出 した 園の 中か ら、再度行政地 区 及 び規模に応

じて 園 を選 出 し、そ の 全 数 を依 頼 した。

4 ） 調 査方法

　郵送配布
・
郵送 回 収 （ただ し、区立保育所 につ い て

は、区 子育て 支援セ ン タ
ー

を経由して 配布 ・回 収）

5）調査時期

　平成 14年 7 月〜9 月

6） 回収結果

　 ［職員」有効回答数 546 件 （有効回答率 565％ 〉

　　内訳及び構成比

　　　区 立幼稚 園　　　4 件　　 O．79n

一 328一
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　　私立幼稚 園

　　区立保育听

　　私立保育所

　　そ の 他

課 護者：

内 訳及 び

　　区 立幼椎 園

　　私立幼稚 園

　　区 立 保 育 所

　　私 立1呆育所

1771 牛

コ〔｝2件

1ユ6 件

34 件

：・　
・
］．4％

37．O％

ユ3．1％

6．二％

有効 回 答数 497 件 〔有効回答率 59．9％ ）

構成比

28 件

233 件

124 件

1〔〕2 件

5、6％

46 ．9％

24 ．り％

20、5％
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